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FOMCを受けての日米株式・リート市場
当面は景気・物価指標を慎重に見極めていく局面

1/1

2023年5月8日

FRBは6月の利上げ見送り示唆も、完全には追加利上げを排除せず

FRB（米国連邦準備制度理事会）は5月2-3日（現地）に開催したFOMC（米国連邦公開市場委員会）で、

政策金利であるFF（フェデラル・ファンド）金利の誘導目標レンジを5.00～5.25％へ0.25％ポイント引

き上げることを決定しました。0.25％ポイントの利上げは事前観測通りです。

結果発表とその後のパウエルFRB議長の記者会見を経て、3日の米国株は下落しました。次回6月の

FOMCでの利上げ見送りが示唆されたことは市場の期待通りでしたが、それ以降の会合も含めて利上げ打

ち止めを断定するような記述や発言がなかったことに一部の市場参加者は失望したようです。当面の米国

株は、利上げ打ち止めをメインシナリオとしつつも、追加利上げのリスクにも備えながら、日々発表され

る景気・物価指標を見極めていく展開になりそうです。日本株は、米国株に比べると国内の金融政策や金

融システムが安定している点が相対的に評価される動きになるとみられます。

米国リートも3日はFOMC後に下落しましたが、4日、5日は反発しました。米国リートは3月前半の米銀

破綻後に大きく下落しましたが、3月下旬以降は落ち着きを取り戻しています。引き続き銀行破綻の影響

が懸念されて業種や銘柄の選別が強まる可能性はありそうですが、大枠として利上げ局面が終わったとみ

られる点はプラス材料といえそうです。日本のリートについては、4月の日銀金融政策決定会合で金融政

策の修正思惑が後退したことなどにより、国内金利に対し相対的に高い利回りが改めて注目されそうです。

（出所）ブルームバーグ
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